
赤外線サーモグラフィ試験（TT レベル２） 
サーモグラフィ トレーニング 講習会 

（一社）日本非破壊検査協会規格 NDIS 0604 準拠 

技術資格試験のための訓練に対応 

 ２０１３年赤外線サーモグラフィ試験（TT レベル２）資格試験の受験を目指す方
に受験に必要な訓練時間８０時間＊のうち４０時間分を受講いただけます。（一
社）日本非破壊検査協会が実施するレベル２講習４０時間とあわせると、すべて
の訓練シラバスを満足する内容になっております。 

【講師陣】 
（専任講師） 当協会インストラクター 

お申し込みはWebから：http://www.thermography.or.jp 

■開催日： ①東京会場：２０１３年 ７月 ８日（月）～７月１２日（金） 

       ②東京会場：２０１３年 ８月１２日（月）～８月１６日（金）   

■時間：９時～１８時 

■会場： 東京：ゆうぽうと （東京都品川区西五反田８-４-１） 

■定員：１６名 

■参加費用（税込）：会員￥８１,０００ 非会員￥９０,０００ 

＊総訓練時間はレベル１とあわせると１２０時間となります 



●コース内容 
（一社）日本非破壊検査協会の赤外線サーモグラフィ試験（TT レベル２）一次試験を受験するには、８０

時間の訓練が必要です。日本非破壊検査協会で実施する４０時間の訓練と当協会の４０時間の訓練
はシラバスをお互いに補完するようにプログラムが組まれており、両方を受講すると受験資格を満たす
ようになっております。ただし、受験にはレベル１訓練時間（４０時間）を既に満足している必要がありま
す。受験要領の詳細につきましては、日本非破壊検査協会のホームページをご覧ください。 

会場案内：ゆうぽうと 研修室 
東京都品川区西五反田8-4-13 
お問合せ先：ゆうぽうとTEL:03-3494-8507 

訓練内容 訓練内容題目 

序論 
非破壊検査一般 

認証制度 

赤外線工学 
伝熱工学の基礎 

赤外線工学の基礎 

赤外線サーモグラフィ装置 

装置の仕組み 

センサ 

走査方式 

測定波長帯域 

特殊波長帯域測定フィルタ 

測定の補助機器 

装置の選択 装置選択における注意点 

熱負荷装置の選択 

接触による熱負荷 

放射加熱 

通電加熱装置 

その他の加熱装置 

きずの種類と 
その発生要因 

電気・電子関連 

機械設備関連 

プラント設備関連 

土木・建築関連 

材料評価関連 

訓練内容 訓練内容題目 

測定方法の選択 

赤外線サーモグラフィ試験の特
徴 

断熱温度場検出に基づく方法 

その他の方法 

アクティブ法とパッシブ法 

定性的方法と定量的方法 

測定の実施と評価 
測定の実施と評価における注意 

熱弾性応力測定の原理と注意 

非破壊検査に関する 
技術文書 

技術文書の種類 

記録と報告 

用語 

実技 
準備，試験，報告 

各種試験 

●訓練シラバス 

本シラバスより４０時間分を実施いたします 

お申し込みはWebから：http://www.thermography.or.jp 

会場案内：住友商事淀川ビル１階会議室 
大阪市淀川区西中島1-11-16 

お問合せ先：当協会事務所 TEL:03-5759-1055 

・地下鉄御堂筋線 
「西中島南方」徒歩２分 
・阪急京都線「南方」徒歩２分 

・東急池上線 
「大崎広小路駅」 
徒歩約１分 
・都営地下鉄・ＪＲ 
「五反田駅」西口徒歩約５分 


